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【研究の概要】 
都市部での自動車交通問題や地球温暖化問題に対応するため，欧米で注目されているロ

ードプライシングの発展的スキームとして「パーキングデポジットシステム（ＰＤＳ）」

を開発する．  
【キーワード】 
パーキングデポジットシステム（PDS），受容性改善，交通改善効果，社会実験 
 
（研究開始当初の背景・動機） 
EU 諸国や米国ではロードプライシングへ

の期待が高く，TDM 施策のなかでも特に効

果の高い施策であるといわれている． 

一方で，わが国では都心交通環境の改善

策として，主に P&R 等マルチモーダル施

策が用いられてきたが，効果が限定的で

あるため，自治体のロードプライシング

への期待は大きい．しかし，実現化の最

大の問題は「社会的受容性の低さ」であ

り，これは主に「罰金的手法」としての

色彩が強いことに起因していると考えら

れる．以上の認識に基づき，本研究では，

都心部自動車流入マネジメントとして，

わが国でも実現可能な「日本版ロードプ

ライシング」の開発を目指す． 

（研究の目的） 
本研究が提案する「駐車デポジット制度

（PDS）」は、わが国で実現可能な日本版ロ

ードプライシングを目指したものであり、

入域賦課金と駐車料金を一体的に運用する

仕組みである。具体的には、入域賦課金の

一部を駐車料金やエリア内での買い物代金

のデポジットとして活用できるものである。
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一方で、デポジット比率の設定によって、

混雑緩和効果や社会的受容性が大きく異な

るため、本研究ではこの最適解を見出すこ

とを目的としている。さらに、将来的には

交通エコポイントやパークアンドライドな

どの関連交通施策と連携した新しい交通ビ

ジネスモデルの開発をも見据えている。 
なお、本研究では平成 20 年度に社会実験を

実施し実証的な効果検証を行うことも目標

としている。 
（研究の方法） 
・名古屋市での大規模なアンケート調査（都

心来訪者約 6000 通，企業約 2000 通） 

・PDS 社会実験システムの開発 

・スーパーコンピューターによる精緻な交

通行動予測 

・社会実験モニターの募集と社会実験の運

営管理 

（研究の主な成果） 
・PDS はロードプライシングより受容性は高

く，また来訪者の減少を抑えることがで

きる．今後は，適切な課金額，返金額の

設定が必要である． 

・PDS は返金額の設定によって課金対象エリ

アの来訪者数を回復させる課金システム

であることが示された．また，PDS は通常

のロードプライシングと同程度の交通改

善効果があることが示された． 

・80 名の社会実験モニターでの結果より，

PDS 施策の実施により，課金エリア内での

滞在時間やトリップ回数が増加する傾向

が示された． 

・フォーカスグループインタビューの心理

実験結果より，政策情報量の増加は，受

容性改善に一定の効果が示された． 
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（今後の展望） 

・本格運用に耐えうる PDS システムを開発

すること． 

・より多くの都市でのモデルケース検証を

蓄積し，PDS 有効性の普遍性を確認するこ

と． 

・実都市での大規模社会実験によって，PDS

の効果検証と市民の受容性を把握するこ

と． 

（道路政策の質の向上への寄与） 

交通分野における地球温暖化問題への効果

的な対策が求められるなか，PDS をできるだ

け速やかに実用化する必要がある．そのた

め，自治体の取り組みに対する各種支援と

制度拡充を図ることが必須となる． 




